
令和３年度を終えるにあたり 

校長 松島 睦麿 

 令和３年度が終了しようとしています。１年間、本校の教育活動に多大なるご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げ

ます。今年度も一昨年から継続して感染症対策を伴う卒業式とならざるを得ず、時間短縮やご来賓に参加をご遠慮いただき

ました。それでも形は異なっても卒業生の卒業を祝い、新たな旅立ちを心を込めて祝福する儀式となりました。行事に関し

ても年間を通して、延期や縮小はありましたがほぼ全ての行事を実施できたことに安堵しているところです。いまだ収まら

ない感染症ではありますが、地域の方々とりわけ各ご家庭の高い意識に支えられていることを実感した１年間でもありまし

た。改めて心より厚く御礼申し上げます。本誌において卒業生「答辞」・在校生「送辞」をご紹介いたします。どうぞご一読

いただきたく存じます。加えて、以下に校長式辞（抜粋）をご紹介いたします。校長として、地域のおじさんとして、三中

の卒業生として、三年生に心を込めて伝えました。 

令和３年度 第７５回卒業式 式辞（一部抜粋） 

今日のこの日のために生徒と教職員で心を込めて育ててきた花々に囲まれて、本日、大島町立第三中学校第７５回

卒業証書授与式を挙行することができますことを、安堵するとともに心よりうれしく思います。 

 保護者の皆さま、本日はお子様の中学校ご卒業、誠におめでとうございます。義務教育を終了するにあたり、皆様

は心の中でお子様のこれまでの成長の過程が思い起こされ、感慨を深くされていることとご推察いたします。子育て

を最優先にした１５年間という年月を経て、本日のよき日を迎えられた保護者の皆様に対し、心から深く敬意を表し

ます。また、今般の感染症対策に関しまして、深いご理解とご協力を賜りました。この場をお借りして深く感謝申し

上げます。 

 卒業生のみなさん、卒業おめでとう。みなさんは三中に多くの実績を残してくれました。そして代々引き継いでき

た三中の伝統を立派に継承・発展してくれました。第三中学校を代表して心からのお祝いと感謝の気持ちを伝えたい

と思います。ほんとうにありがとう。 

皆さんの中学校生活の２年間は、感染症対策に明け暮れた年月でした。日常生活の場面を含めて、その影響をうけ

学校生活でも多くの困難があった２年間でした。そのような中でも皆さんは堂々と三中のリーダーとしての役割を果

たし、多くの実績を残し、伝統を継承し、発展させ、後輩へつなげてくれました。とりわけ皆さんと一緒に行った今

回の修学旅行は様々な特別な意味を持つものになり、私としても忘れられない修学旅行になりました。皆さんは第三

中学校が誇りとする卒業生です。将来きっと、この地域社会の担い手として活躍してくれると確信しています。そん

な皆さんの未来に、大島という皆さんのふるさとが皆さんに期待する姿をメッセージとして三つお話しします。 

一つめ、「夢の実現をめざす人になってください。」将来の自分の姿を見つめ、本気で考え、本気で学んでください。

そうしてみなさんは社会に貢献する力を身に付けてゆくのです。皆さんが積み重ねてきた進路学習とはつまるところ

「自分はどんな人間になりたいか」ということです。 

二つめ、「命というものを大切にする人になってください。」命とは人の生きざまそのものです。生きるものすべて

に感謝・思いやりの心を持つことが、あなたをそして地域社会を前進させるのです。決して武力による前進は存在し

ないことを肝に銘じてください。 

三つめ、「この大島を誇りとする人になってください。」皆さんが育ったこの島を愛し、誇るということは皆さんの

人生における矜持そのものです。自分の心の中の大島が皆さんにいつでも勇気と自信を与えてくれます。国際人とは

誇りをもって故郷を語る人であり、故郷に誇りをもつあらゆる民族、文化に敬意を抱く人のことです。 

これら三つのことが、君たちのふるさと大島が君たちに期待する姿です。 

 振り返れば時の流れは速く、二度と戻らない三中での日々が終わろうとしています。まさに「光陰矢の如し」です

ね。第三中学校は皆さんがこれからそれぞれの新たな人生のステップにおいて、さらに大きく成長してくれることを

切に願っています。  

本日ご臨席の保護者の皆様、私たち教職員一同は今後も立派な社会人の育成を目指し、第三中学校の教育活動を全

力で進める所存です。今後とも第三中学校にご理解とご支援を賜りますよう、重ねてお願い申し上げ、私の式辞とい

たします。                      令和４年３月１８日 大島町立第三中学校長 松島睦麿 

本年度も本誌「三中校報」をお読みいただきありがとうございました。様々な視点から本校の教育活動を紹介する意味で

大切にしている情報発信の機会であると考えています。また、年度末の学校評価アンケートに多くの保護者・地域の方々の

ご意見を頂戴しました。大切なご意見を参考に今年度を検証し、来年度の教育活動に役に立てて参ります。アンケートの集

計結果を本校ホームページに掲載しております。是非ご覧ください。   

来年度も第三中学校をどうぞよろしくお願いいたします。 
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第７５回卒業式 送辞 

 
 冬の寒さが和らぎ始め、春の気配が感じられる今日の良き日。この学

び舎を巣立っていかれる三年生の皆さま、ご卒業おめでとうございます。 
今日、三年生は卒業を迎え、これからはそれぞれの道を歩んでいくこ

とになります。先輩達と過ごしてきたこの二年間はとても楽しく、あっ
という間の出来事に感じます。その中でも様々な思い出があります。三
年生と一緒に頑張ってきた部活動。一番印象深いのは都大会の試合です。
二回戦目では両者のチームが白熱し、見ていてすごく胸が熱くなりまし
た。結果は負けてしまいましたが、今でも僕の記憶の中に鮮明に蘇って
きます。三年生の最後まで試合をあきらめない姿は僕達の憧れでもあり、
目標でもありました。 
先輩達は、この中学校の三年間、様々な事で感染症の影響を受けました。行事が突然中止に見舞われたり、

日々の行動に制限がかかったりするなど上手くいかないことも多くありました。そんな中でも、三年生の行
事に懸ける想いはとても強く、そんな先輩達の姿に僕たち後輩は力強く支えられました。 

運動会では、三年生がチームの中心となり力強く引っ張ってくれました。民舞では、夏休みから練習を始
め、後輩達に一生懸命に指導してくれました。そのお蔭で運動会当日は自信をもって踊りきることが出来ま
した。また、棒体操では、繊細な技と高い演技力で会場を沸かせ、三年生の力強さと頼もしさを感じました。
女子のダンスでは、学年ごとにソロパートを取り入れ、緩急をつけた踊りや細かいところまで工夫した完成
度の高さに心底驚かされました。三年生から学んだ様々な経験をこれからの運動会でも活かしていきます。 
文化祭の出し物である劇には毎年圧倒されました。僕たちが一年生の頃に初めて中学校で見た劇、「ミッ

ションＥ」は、三年生の良さが詰った素晴らしい劇でした。今ある自然を未来に残していくことの大切さや、
仲間と協力することの素晴らしさを劇の中から教えてもらいました。また、三年間の集大成としての劇「ゴ
ッドハンド株式会社」では、本格的な劇の要素の中にコメディのような面白さを取り入れており、劇の新た
な可能性に気付かされました。僕たちが学年の劇を披露する上でも、三年生の劇に臨む姿が本当に大きな刺
激となりました。 
また、駅伝大会では、第一区で区間走を記録するなど、三年生の力強い走りを感じました。僕は、足の怪

我で競技に参加できずに沿道で応援していましたが、つい一緒に走りたくなってしまうほどでした。そのく
らい三年生の颯爽と走る姿が今でも瞼の裏に焼き付いています。 
また、僕にとって三年生とのかけがえのない思い出は、何といっても昼休み一緒にしたサッカーです。三

年生は同じ目線でいつも僕たち後輩を想い、一緒になって遊んでくれました。とても親しみやすい分、その

ことで僕たち後輩が失礼な態度をとってしまっていたかもしれません。しかし、それでも先輩達はいつも笑
顔で温かく僕たちを受け入れてくださいました。そんな優しい先輩達のおかげで、毎日昼休みになるのが本
当に楽しみでした。 
 また、生徒会活動でも本当にお世話になりました。様々な行事の前には、生徒会のメンバーで集まり行事
のことを真剣に話し合いました。そんな中、先輩達と談笑し語り合う時間が僕にとってはとてもかけがえの
ない時間でした。先輩達の自然な優しさがとても嬉しかったです。これまで先輩達から教えていただいたこ
と、また先輩達との思い出を糧にして、第三中学校をこれまで以上によりよい学校にしていきます。 
これから進む道が違っても、この三年間ともに学び、ともに笑い、困難も一緒に乗り越えて培ってきた絆

や思い出は、先輩達にとってかけがえのないものとなっていると確信しています。この第三中学校で過ごし

た日々を胸に、輝かしい未来を切り拓いていってください。お別れするのはとても寂しいですが、先輩方の
ご健康と益々のご活躍を心からお祈りし、送辞とさせていただきます。                 

令和４年３月１８日 在校生代表 川口 諒真 

 

第７５回卒業式 答辞 
 

 まず、このような状態の中、誰一人新型コロナウイルスに感染することなく出席できたことをうれしく思
います。さて、春の暖かさを感じる今日この頃、椿の花びらが僕たちの卒業を彩っています。私たちは、旅
立ちの時を迎えることになりました。本日は新型コロナウイルスによる非常事態の中、私たちのために、こ
のように心温まる卒業式を挙行してくださり、誠にありがとうございます。また、先ほどは、暖かいお祝い
のお言葉をいただき、卒業生一同、感謝の気持ちでいっぱいです。 



 真新しい制服に身を包んだ三年前、入学できる
喜びと緊張感に包まれ、この体育館で入学式を行
った一年生。あの日、あの時から早くも三年の歳
月が経ちました。振り返ってみれば、実に多くの

ことがあった中学校生活でした。運動会、町レク、
駅伝大会、文化祭。勉強や行事に、一年生らしく
一生懸命に取り組みました。先輩の姿に憧れ、日々
そんな先輩に追いつくために精一杯努力したこと
を覚えています。 
 後輩が入ってきて、先輩としての自覚をもち始
めた二年生。部活動では後輩の手本にならなけれ
ばいけないという責任感とともに、チームを勝利に導くため、毎日汗をかきながらグラウンドを走り回り、
ユニフォームが泥だらけになるほど、夢中に練習に明け暮れました。そして、三年生最後の引退試合では、
部活を引っ張ってくれた三年生のために、精一杯の応援をしました。「これから部活を頼んだ」という先輩
からの言葉で、部員としての意識を改めて実感しました。 
 最高学年としての責任がよりいっそう高まった三年生。この一年間では、私たち一人一人色々なことがあ

った一年間でした。最初は、三年生としての意識が足りず、先生たちに怒られることもありました。そんな
私たちを最後まで見守ってくれてありがとうございました。また、先生方に心配をかけたことを、ここで謝
りたいと思います。本当にすみませんでした。 
夏休みに入ると、すぐに運動会に向けての民舞練習が始まりました。はじめは、後輩たちに、どのように民
舞を教えたらいいか、悩み苦労することばかりでした。しかし、一、二年生が、積極的に踊り方や、隊形移
動について、真剣な顔でわからないところを聞き、居残り練習を進んで行う姿を見て、とても嬉しかったで
す。そして、真夏の暑い日差しのもと、チームワークを大切にし、指の先にまで注意しながら踊った民舞を、
大きなグランドの真ん中で披露できたことは、今でも達成感と感動という形で心に残っています。また、棒
体操とダンスで男女それぞれが一つの目標をもって創り上げました。練習中には、意見が合わず仲間と言い
合ったり、先生たちに迷惑をかけてしまったりしてしまいました。今となっては、「なんであんなことを言
ってしまったのか」「なんで冷静に物事を考えられなかったのか」という後悔もあります。特に、体育科の
先生たちには頭が上がりません。夜遅くまでグランド整備してくれたこと、真っ白なきれいなラインを丁寧

に毎回引いてくれたことなど、感動的な運動会を支えてくれて、ありがとうございました。先生たちは、私
たちが下校した後も、明日の準備をしてくれていたことを知っています。本当に感謝しています。 
文化祭では、それぞれの学年で特徴を生かした劇を披露しました。「私たちの学校」一年生の時では、中邨
先生と右も左もわからず、先生たちに頼りながら、何とかクラス全員で協力をし、当日は今まで以上の力を

出し、アドリブで観客を笑わせる劇を完成させたことが良い思い出となっています。「ミッション E」二年
生では、一年生の時の経験を活かし、台本作りや、演技指導に力を入れ、自分たちの力で、内容の深い劇を
つくりました。「ゴッドハンド株式会社」三年生では、台本選びから、音入れ、効果音、セリフ・照明など
すべてを自分たちで準備し、仲間同士で一つの作品が完成しました。ここで学んだことは、みんなで力を合
わせて一つのものを創り上げる大切さです。その過程の中には、様々なものが含まれていました。助け合い
信じ合うこと、互いの気持ちをそろえること。そんなことがこの三年間の劇を通して分かったことです。こ
こでのことは、僕たちの心に刻まれ、一生の宝にしていきます。 
三年生になっての大きな行事は修学旅行でした。旅館の和順会館で夜遅くまで友達と語り合ったり、夜の祇
園散策では寒さに負けずに京都の街並みを見学したり、京都・奈良の班別自由行動で好きなものをおなか一

杯になるまで堪能したりしました。決して忘れることのできない三泊四日となりました。しかし、今回の修
学旅行の目的の中には「去年の三年生の歌を僕たちの力で必ず奉納する」という強い気持ちがありました。
去年行けなかった先輩たちの思いを歌にのせ、全員で「薬師寺」の前で歌を届けました。「命の歌」。この歌
は、僕たちにとって、かけがえのない歌になりました。歌っているときは、何度も先輩たちの顔が浮かび、
その場で、先輩たちと一緒に歌っているんではないかと錯覚するほど、全員が一体となり、静けさの中に存
在感のある大きな薬師寺の大講堂の前で歌声を響かせることができました。二年生のころから準備を重ね、
期待に胸を膨らませた宿泊行事。五月に行く予定だった修学旅行が十二月に延期となってしまい、「本当に
このまま行くことができるのか」「みんなとの思い出を作れないのか」という不安でいっぱいな気持ちなっ
ていました。ただ、私たちのために、最後まで諦めずに、計画してくれた地域や先生たちの協力もあり、感
染症対策に気を付けながら、修学旅行の実現に至ったことに、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。私たち
にとって、大きな大きな思い出となりました。 



在校生の皆さん。私たちのことを考えて、受験応援プロジェク
トで密かに動き、昔の写真や細かい予定が書かれている「卒業ま
でのカレンダー」を作っていただき、ありがとうございました。
皆さんの応援が私たちの心に火をつけてくれました。そして、本

日、皆さんが作ってくれたカレンダーの三月十八日に印をつける
時がきました。この日をもって第三中学校の伝統は皆さんに引き
継ぎます。学校生活の中では、楽しいことだけではなく、大きな
壁にぶつかることもあります。ただ、その時は周りを見てくださ
い。自分の事を応援してくれる人がいます。支え合い、助け合っ
ていけば、どんなに大きな壁でも、乗り越えられるはずです。最
後まで諦めないで自分を信じて突き進んでください。そして、互
いに支え合う三中生となってください。 
私たちをいつも見守ってくださった先生方。理解できないとき、悩んでいるとき、すぐに話しかけてくれ

る先生たちが本当に大好きでした。私たちの可能性を最後まで信じ、信じ切ってくれたことが、すごくうれ
しかったです。これからも、ずっと自慢の恩師です。 
三年生のみんな。

小さいころから一
緒にいることが当
たり前でした。笑顔
で毎日話しかけて
くれる人、悲しい顔
をしていると相談
にのってくれる人、
授業中に寝ていて
注意されている人、
休み時間サッカーをして泥だらけの人、奥の特別教室で指導されている人。人それぞれの特徴はありました
が、やるときはやるという気持ちは、どの学年にも負けていませんでした。そんなみんなと過ごした、学校
生活は毎日が、刺激的で楽しい日々の連続でした。僕たちの出会えたキセキにとても感謝しています。たく

さんの思い出、たくさんの笑顔をありがとう。この気持ちは、みんなだからこそ、味わえることです。これ
からも、仲間として強い絆で、つながり合うことを楽しみにしています。 
そして、一番感謝しなければならない、お父さん、お母さん。長いような、短いような中学校三年間でし

たが、いろいろと迷惑をかけました。一年生の時から受験を意識してくれたお父さんお母さん。反抗してし

まった事実は消すことはできませんが、その分自分が決めた進路先で、立派な社会人になるために、たくさ
ん勉強し、良い社会人になって、親孝行を必ずしたいと思います。この三年間、どんなときでも優しく支え
てくれてありがとうございました。 
私たちは、本日、第三中学校を卒業します。自分たちが、歴代の先輩を見てきた
ように、この場で、参加できたことに感謝しています。今年度は、新型コロナウ
イルスの影響で思う様にやれないことも多くありました。しかし、そんな苦しい
状況でも三中全体で最後までやり遂げようとする強い気持ちで、今日まで必死で
頑張ってきました。今日の別れは、輝かしい未来への大きな一歩となるでしょう。
私たちが大切にしていた、夢と希望を胸に、自分の足で確実に一歩前進していき

ます。 
 この三年間を思い出すと、数えきれないほどの思い出が、走馬灯のように私の頭の中をめぐります。最高
のステージで輝かせてくれた第三中学校に感謝をし、一生忘れることがない第三中学校を卒業します。また
会う日、成長した私たちを楽しみにしてください。三年間、本当にありがとうございました。 

令和４年３月１８日 卒業生代表 秋田 知洋 

 

 

 

 

 

 



 

 
３年間のあゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 75期卒業生                            男子 10名  女子４名   計 14名 

 

4.8 第73回入学式 4.6 始業式 4.6 始業式

4.9 対面式 4.7 対面式 4.7 対面式

4.26 生徒総会 4.8-5.15 4.23 生徒総会

5.10 １年校外学習 5.25-26 １学期中間考査

5.22-23 １学期中間考査 5.18- 学校再開 5.27 全国学力調査（3年）

6.1 音楽部 めぐみ祭り演奏 5.19- 部活動再開（制限あり） 6.12 中体連大島支部選手権大会

6.8 中体連大島支部選手権大会 6.9 学力テスト

6.6-7.18 土曜授業（活用日）隔週実施

6.18-19 復習確認テスト 6.15 小中合同集会

6.19 小中合同集会 6.18 セーフティ教室

6.26-28 １学期期末考査 6.26 都大会・ソフトテニス部（個人戦）

7.5 セーフティ教室 7.7-9 １学期期末考査 6.29-7.1 １学期期末考査

7.6 音楽部 サマーコンサート 7.4 都大会・バレーボール部（連合）

7.9 地域清掃 7.16 地域清掃 7.6 地域清掃

7.19 1学期終業式 7.10 音楽部 サマーコンサート

7.21-23 都大会・野球部(連合) 7.31 1学期終業式 7.20 1学期終業式

7.22 都大会・バレーボール部（連合） 7.21-22 都大会・野球部(連合)

7.22 島しょ大会・サッカー部（連合） 7.22 島しょ大会・サッカー部（連合）

7.27 校内水泳記録会 7.31 校内水泳記録会

8.1 町水泳大会

8.20 2学期始業式 9.1 2学期始業式

9.2 2学期始業式 9.7 生徒朝礼 初リモート開催 9.4 中体連大島支部秋季・研修大会

9.6 生徒会役員選挙 9.17 生徒会役員選挙

9.7 中体連大島支部秋季/新人大会 9.20 中体連大島支部秋季・研修大会

9.9 生徒会役員選挙

10.3/5 第13回小中合同運動会

9.30 第11回小中合同運動会 10.3 第12回小中合同運動会 全体スローガン「百戦錬磨」

紅「気炎万丈」　白「雲外蒼天」 紅「英姿颯爽」　白「飛竜乗雲」 紅「旭炎昇天」　白「銀鱗躍動」

10.23-24 ２学期中間考査 10.21-22 ２学期中間考査 10.20-21 ２学期中間考査

10.29 生徒総会 10.27 生徒総会 10.26 生徒総会

11.3 町駅伝競争大会 11.1 町駅伝競争大会 11.7 町駅伝競争大会

男子Ａ優勝,Ｂ6位、女子3位 男子Ａ2位,Ｂ6位、女子4位 男子Ａ4位,Ｂ6位、女子5位

11.16 都駅伝競走大会　男子84位 11.21 第50回文化祭 11.20 第51回文化祭

11.23 第49回文化祭 「輝～一人ひとりが輝ける文化祭～」

「創～みんなで創る笑顔あふれる文化祭～」 ３年劇「ごっどはんど株式会社」　

１年劇「我らの学校」　  ２年劇「ミッション・Ｅ」　

全体合唱「unlimited」「時の旅人」

12.2-4 ２学期期末考査 12.1-3 ２学期期末考査

12.10 連合音楽会 11.30 ２学期期末考査 12.7 連合音楽会(オンライン開催)

12.11 花いっぱい運動    -12.2 12.9 花いっぱい運動

12.25 2学期終業式 12.10 花いっぱい運動 12.19-21 修学旅行

12.25 2学期終業式 12.24 2学期終業式

1.8 3学期始業式

1.17 道徳授業地区公開講座 1.8 3学期始業式 1.11 3学期始業式

1.18 百人一首大会 1.18 連合作品展見学

1.20 校内マラソン大会 1.21 道徳授業地区公開講座

1.21 連合作品展見学 2.24-26 学年末考査 1.22 百人一首大会

2.26-28 学年末考査 3.3 球技大会 1.22 校内マラソン大会

3.2- 3.5 三送会 2.24/25

3.6 百人一首大会 /28

3.6 校内マラソン大会 3.3 球技大会

3.4 三送会

3.25 修了式 3.25 修了式 3.18 第75回卒業証書授与式

授業日　184日 授業日　202日 授業日　199日

　野球　紅白戦
　サッカー 2位
　ソフトテニス(個人戦) 女子準優勝
　バレーボール　研修大会

 全校演奏
　　「ボディーパッカション」
　　　　　 合唱「結」

学年末考査
コロナウイルス
　感染症拡大防止に伴う臨時休業

新型コロナウイルス感染症対策を講
じるための臨時休業

　野球　紅白戦
　サッカー(一・三中合同)２位
　ソフトテニス 個人戦　参加
　バレーボール　研修大会

「結～一人ひとりが主役となって
　　　笑顔あふれる最高の文化祭
～」

 全校演奏
　　ボディーパッカション「Clap&Stomp」

　　　　　 合唱「僕らの奇跡」

平成31年度(令和元年) 令和２年度 令和３年度

　野球(一・三中合同)優勝
　サッカー　3位
　ソフトテニス(団体戦) 3位
　バレーボール　研修大会

　野球　紅白戦
　サッカー 3位
　ソフトテニス(団体戦) 2位
　バレーボール　研修大会

　野球　紅白戦
　サッカー　２位
　ソフトテニス(個人戦) 男子優勝
　バレーボール　研修大会



 
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１０日（木）1年生は大島公園と海のふるさと村に校外学習へ行きまし

た。当日は天候にも恵まれ、満開の大島桜と椿が見事に咲き乱れていました。

椿園での班行動では、「色々な名前の椿があって面白かった。」「班でまとまって

行動することの大切さが分かったので、修学旅行でも活かしたい。」等の感想が

聞かれました。校外でおこなう初めての班行動、班長を中心にまとまって行動

することが出来ていたと思います。海のふるさと村で予定をしていた飯盒炊さ

んは残念ながらおこなう事が出来ませんでしたが、その代わりにたくさんのレ

クリエーションをおこないました。事前に班ごとに凧や「よく転がるボール」

を制作したり、当日、行者浜で宝となる石を集めたりと、レクリエーション係

を中心に準備を進めました。芝すべり・だるまさんが転んだ・ボール転がし・

宝探し・ドンじゃんけん・凧あげと盛り沢山の内容でしたが、レクリエーショ

ン係を中心に工夫を凝らし、全員で楽しい時間を過ごすことが出来たと思いま

す。このような状況の中、受け入れてくださった海のふるさと村の皆様、朝早 

くからお弁当の準備をしてくださった保護者の皆さま、ありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 

 

校外学習（３年生） 

 

３月７日（月）に最後の学年行事である校外学習へ行って

きました。コロナ禍ということもありましたが、感染症対策

に気を付けながら、楽しい一日を過ごすことができました。  

今年度は、勤労福祉会館で「ぱれ・らめーる見学」「ボー

リング」「卓球」を行いました。学校から歩いて、勤労福祉

会館まで行きました。向かっている途中では、「もうそろそ

ろ、卒業だね。」「今日は、いっぱい思い出残したいね。」な

ど、クラス全員で仲良く話をしながら行きました。「ぱれ・

らめーる」では、講師の梅田先生にウミウシの研究の話や貝

の歴史、性質について教えてもらうことができました。最後

には、問題を答えて貝のキーホルダーをいただきました。ま

た、「ボーリング」「卓球」では、先生たちとの最後の交流を

笑顔で楽しむことができました。これから、一人ひとりがさ

まざまな道へ進みますが、三中で培った絆を大切にして、今

後も頑張っていきます。 

校外学習（１年生） 



 

学年末考査が一段落した、３月３日に全学年合同で球技大会が行われました。 

卒業する３年生に思いきり体を動かして楽しんでもらえるように、学級委員が企画

をしてきました。運動会の紅組、白組で対戦するフリスビードッヂや、バスケットボー

ル、バレーボール等、チーム編成や競技内容を工夫し、学年に関係なく全員で楽しむことができました。３年生と一緒にス

ポーツを楽しむことができるのは、これが最後の機会となります。３年生の頼もしい姿や笑顔に触れ、残り僅かとな

った卒業までの日々を、在校生も含めより一層大切にしてほしいと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

３月４日（金）に、三年生を送る会が行われました。この会の大きな目的は、「三年生へ感謝の気持ちを伝える」、「在校生

が上級学年に向けての自覚をもつ」の２つです。在校生全員が、運営・進行、記念品、レクリエーション、会場装飾の４つ

の係に分かれて活動を行いました。また、今年度は「三年生に感謝し、思い出に残るような三送会」というスローガンを設

定し、三年生への感謝の気持ちを高めました。当日の出し物でも、各係がみんなで楽しめる企画を準備し披露することがで

きました。 

 これまで感染症の影響の中、様々な制限の中で学校生活を送ってきた三年生にとって、

この会に込める想いは一層強いものに感じました。三年生からの出し物では、様々なジ

ャンルの曲のイントロクイズや、三年生の生徒が幼少期の頃の写真を見て誰かを当てる

ゲームをしました。それぞれのゲームに様々な工夫が盛り込まれており、写真に映る小

さな可愛らしい姿に、成長を感じるとともに、とても楽しい時間となりました。会場全

体を巻き込む三年生の姿に「自分達で行事を創り上げていく」ことの、喜びと達成感を

学ぶことの出来る素晴らしい三送会でした。 

 三送会後に行ったアンケートでは、「係の準備活動に積極的に取り組むことができた」「三年生にこれまでの感謝の

思いを届けることができた」、「自分達の力で三送会を創り上げることができた」の項目に対し、在校生全員が「はい」

と回答しました。それだけ、準備から当日まで充実した取り組みができたという証だと思います。しかし、これだけ

に満足せず、向上心をもっている生徒がいることと捉え、今後の指導につなげていきたいと思います。現一・二年生

が三年生からタスキを引き継ぎ、三中をより発展させてくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技大会 

 

 

三年生を送る会 



 

 

 

 

     （令和４年３月２３日現在） 

 

日 曜 行    事 

１ 金 春季休業日 

２ 土  

３ 日  

４ 月 春季休業日 

５ 火 春季休業日 

６ 水 着任式・始業式・入学式 

７ 木 対面式 

８ 金 一斉計測 専門委員会 

９ 土   

10 日  

11 月 生徒朝礼  

12 火 避難訓練 

13 水 町教研（給食後下校） 

14 木  

15 金 激励会 学校公開 保護者会全体会 

16 土 大島町体育祭野球・バレー大会（中学生の部） 

17 日  

18 月 議案書検討 専門委員会 

19 火 全国学力調査（３年） 腎臓検診１次 

20 水  

21 木 開校記念日（授業日） 学力テスト（全学年） 

22 金 生徒総会 専門委員会 ＰＴＡ委員総会 

23 土  

24 日  

25 月 生徒朝礼 

26 火 小中合同職員紹介 腎臓検診２次 

27 水  

28 木  

29 金 昭和の日 

30 土  

＜５月の予定＞ 

９日（月）～１７日（火） 家庭訪問（１年） 

９日（月） PTA総会・部活動保護者会 

１３日（金） 福祉訪問（２年） 校外学習（１年） 

１３日（金）～１５日（日） 修学旅行（３年） 

 

２１日（土）(土曜活用日) 小中合同引き取り訓練 

２５日（水）・２６日（木） 中間考査 

４月行事予定 

着任式・始業式・入学式 ４月６日（水） 
令和４年度のスタートになります。新２・３年生は、

先輩として新入生を迎え、新たな第三中学校のスタート

です。９名の新１年生が入学予定です。２年生１０名、

３年生１０名の総勢２９名での船出の予定です。保護

者・地域の皆様、令和４年度も第三中学校をよろしくお

願いします。 

対面式 ４月７日（木）５校時 

 新入生に対して、生徒会役員が中心となり、三中の授

業や生徒会、部活動のことなど、中学校生活について詳

しく紹介します。 

新入生に１日でも早く中学校生活に慣れてもらい、一

緒に充実した日々を過ごして欲しいと新２・３年生が準

備を進めています。 

４月１５日（金） 

学校公開 １～５校時 
 第三中学校では令和４年度も保護者と地域と一体とな

って生徒の健全育成に努めてまいります。令和４年度最

初の学校公開日です。地域の皆様も授業を是非ご覧くだ

さい。 

 

保護者会全体会  
年度初めの保護者会も行います。令和４年度の教育方

針等についてご説明をします。保護者の皆様、参加をお

願いします。 


